
特集

　７月にコモ市、10月に十日町市の親善使節団
が相互訪問し、半世紀にわたる友好を感じ合い、
絆を深める１年となりました。

（記事２〜５ページ）

未来へつなぐ
友好のきずな

十日町・コモ姉妹都市交流50周年

このまちを、もっと近くに
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十
日
町
市
と
同
じ
く
絹
製
品
の
産
地
と

し
て
名
高
い
コ
モ
市
と
は
︑
そ
の
絹
織
物

で
の
つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
︑
１
９
７

５
年
（
昭
和
50
年
）
２
月
27
日
に
姉
妹
都

市
提
携
を
結
び
ま
し
た
︒
姉
妹
都
市
提
携

が
始
ま
っ
て
以
来
︑
５
年
ご
と
に
使
節
団

が
お
互
い
の
市
を
訪
問
し
て
い
る
ほ
か
︑

小
学
校
同
士
の
交
流
や
青
少
年
を
対
象
と

し
た
交
換
留
学
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
に
よ
る
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

■面積：37.34平方キロメートル（十
日町市の約16分の１)

■人口：８万5,000人
イタリアの北部、スイスとの国境

の都市で、商業の中心ミラノにほど
近い場所にあります。ヨーロッパ屈
指の伝統あるリゾート地で、コモ湖
畔の別荘地や古い石畳の街並みなど
美しい景観を誇る街です。

　

感
動
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
提
携
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
50
年
前
、
コ
モ
市
役

所
で
私
た
ち
の
先
人
は
友
情
の
証
と
し
て

協
定
に
署
名
し
、
そ
の
精
神
は
今
も
変
わ

ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
文
化
・
言

語
・
習
慣
の
異
な
る
、
遠
く
離
れ
た
両
市

が
、
半
世
紀
に
わ
た
り
信
頼
を
育
み
、
模

範
的
な
国
際
交
流
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
提
携
は
、
親
愛
・
友
愛
・
相
互
尊
重

に
支
え
ら
れ
た
、
文
化
を
つ
な
ぐ
か
け
が

え
の
な
い
架
け
橋
で
す
。

コモ市
アレッサンドロ・ラピネーゼ市長
Alessandro Rapinese

共
に
歩
ん
だ
50
年
は

　
　
か
け
が
え
の
な
い
架
け
橋

コモ市は
こんなところ

特集

　十日町市とイタリア・コモ市は、令和７年２月27日にコモ姉妹都市提携をして50年の節目を
迎えました。これを記念した事業を通じて、姉妹都市としての交流のさらなる深化を約束し合い
ました。これまでの友好の歴史と50周年の取り組みを振り返ります。

●問合せ＝企画政策課広報広聴係☎757-3112

十日町・コモ姉妹都市交流50周年

未来へつなぐ友好のきずな
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Tokamachi

Como

十日町市民とふれあうコモ市使節団の皆さん

子どもたちにお土産をプレゼント

８月には19年にわたり続いている交換留学生が来市おおまつりなど十日町ならではの文化を満喫しました

コモ市民が両国旗を持って

歓迎してくれました

コモ市での記念品交換
さらなる交流の発展を約束しました

職人養成学校CFPの生徒たち温かいおもてなしをしてくれました

川治小学校の姉妹校「バラッカ校」の

児童たちに絵本をプレゼント

きものの着付け体験
文化にふれ、笑顔あふれるひとときでした

松代・蒲生の棚田を見学美しい景観に感動の声が上がりました

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ラ

ピ
ネ
ー
ゼ
市
長
を
は
じ

め
、
８
人
の
使
節
団
が
訪

れ
ま
し
た
。
滞
在
中
は
、

記
念
式
典
や
歓
迎
行
事
を

開
催
し
た
ほ
か
、
き
も
の

工
場
の
見
学
や
市
内
視

察
、
市
民
と
の
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

７
月

コ
モ
市
か
ら
十
日
町
市
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
親
善
使
節
団
が

お
互
い
の
ま
ち
を
訪
問
し
ま
し
た

10
月

十
日
町
市
か
ら
コ
モ
市
へ

関
口
市
長
を
代
表
に
公

式
使
節
団
５
人
と
市
民
使

節
団
を
合
わ
せ
た
16
人
が

コ
モ
市
を
訪
問
し
、
市
内

視
察
や
記
念
行
事
に
参
加

し
ま
し
た
。

50周年の
取り組み

2025年
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交流を
深める力

十日町・コモ姉妹都市交流協会
会長　西方 勝一郎さん

第５回交換留学生
品田　梓さん

（松代出身・ミラノ在住）

十日町・コモ姉妹都市交流協会では、会員を
随時募集しています。これからの姉妹都市交流
を一緒に盛り上げませんか。コモ市との交流に
関わりたい人は気軽に問い合わせてください。

●年会費＝個人会員１口：3,000円
　　　　　法人会員１口：１万円
問十日町・コモ姉妹都市交流協会事務局
　（十日町商工会議所内☎757-5111）

交
流
協
会
会
員
募
集

これからの姉妹都市交流
を担う若い人材を育むため
の取り組みです。毎年、両
市からそれぞれ２人程度の
青少年が選出され、お互い
の市を訪問し、２週間程度
のホームステイをします。
お互いの文化を学び合う貴
重な機会を通じて、交流の
架け橋となる若い世代が着
実に増えています。

青少年交換留学生

・事業開始＝2006年
・実績＝これまでに30人が十

日町を訪れ、31人がコモ市
を訪れました。

市民同士の交流を目的に、
設立された民間の団体です。
幅広く心の通い合った交流を
するために、ファミリアコマ
スカ（コモ市の民間団体）と
連携しながら青少年・産業・
経済・スポーツなど交流事業
を実施しています。

十日町・コモ姉妹都市交流協会

・設立＝1991年
・会員＝個人：93人
　　　　法人：21法人
・取組＝青少年交換留学

事業、イタリアンフェ
ア、コモ市フォトコン
テスト出展事業など

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
に
市
民
主

体
で
設
立
さ
れ
た
十
日
町
コ
モ
姉
妹
都
市

交
流
協
会
は
、
文
化
や
青
少
年
、
産
業
な

ど
幅
広
い
分
野
で
交
流
を
重
ね
て
い
ま

す
。
中
で
も
青
少
年
交
換
留
学
で
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
若
者
が
お
互
い
の
家
庭
で

生
活
を
共
に
し
、
文
化
や
歴
史
を
肌
で
感

じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
は
、
彼
ら
が

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
原
動
力
と

な
り
、
姉
妹
都
市
交
流
の
未
来
を
支
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
友
情
の
輪
が
広
が

「
友
を
見
つ
け
る
者
は
宝
を
見
つ
け
る
」

と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
り

ま
す
。

15
歳
の
冬
、
初
め
て
訪
れ
た
海
外
は
姉

妹
都
市
の
コ
モ
で
し
た
。
今
回
、
コ
モ
で

行
わ
れ
た
交
流
50
周
年
記
念
式
典
に
か
つ

て
の
交
換
留
学
生
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
コ
モ
市
長
に
そ
の
ご
縁

で
来
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、
両
頬
を
寄
せ

て
キ
ス
を
し
て
く
だ
さ
り
、
イ
タ
リ
ア
ら

し
い
温
か
さ
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

コ
モ
で
見
つ
け
た
︑
生
涯
の
宝

広
が
る
友
情
︑
未
来
へ
つ
な
ぐ
交
流

現
在
は
ミ
ラ
ノ
で
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ

を
学
ん
で
お
り
、
あ
の
交
換
留
学
が
す
べ

て
の
始
ま
り
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
は
今
も
親
し
く
、
今
年
の
ナ
タ
ー

レ
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
は
一
緒
に
過
ご
す
予

定
で
す
。
コ
モ
湖
畔
で
太
陽
に
照
ら
さ
れ

て
い
た
「
友
愛
」
の
像
を
思
い
出
す
た
び
、

こ
の
ご
縁
を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。
私
は
コ
モ
で
生

涯
の
宝
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ

か
ら
。

り
、
未
来
へ
と
新
た
な
交
流
が
続
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
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1昭和50年２月27日
　春日由三市長とアントニ

オ・スパリーノ市長によ
る調印式（コモ市庁舎）

6平成12年、十日町市の
彫刻家 藤巻秀正氏によ
る「友愛」の像をコモ湖
畔に設置

3昭和61年９月５日〜９日、
　10周年記念使節団、第

３回青少年使節団が訪問

4平成10年、コモ市から
贈られた、コモ湖のシン
ボルとして現在も湖畔に
浮かぶ小舟「ルチア」

7平成22年、35周年記念式
典でステファノ・ブルー
ニ市長に記念品を贈呈す
る関口市長（コモ市庁舎）

8平成23年、長野県北部地
震で被災した当市を訪れ、
学校などでハープを演奏
してくれたファビウスさん

5平成12年、姉妹都市提
携25周年を記念して十
日町市の国宝「火焔型土
器」のレプリカを贈呈

2昭和56年５月９日〜13
日、コモ市５周年記念使
節団が来市

1973年（昭和48年)
1974年（昭和49年)
1975年（昭和50年)
1977年（昭和52年)
1980年（昭和55年)
1981年（昭和56年)
1982年（昭和57年)
1983年（昭和58年)
1984年（昭和59年)
1985年（昭和60年)
1986年（昭和61年)
1990年（平成２年)
1991年（平成３年)
1992年（平成４年)

1993年（平成５年)

1994年（平成６年)
1995年（平成７年)
1996年（平成８年)
1998年（平成10年)

2000年（平成12年)

2001年（平成13年)
2004年（平成16年)

2005年（平成17年)

2010年（平成22年)
2011年（平成23年)

2013年（平成25年)
2015年（平成27年)
2017年（平成29年）

2018年（平成30年）

2020年（令和２年）

2024年（令和６年）

2025年（令和７年）

絹織物親善使節団が訪問
市議会で姉妹都市提携を全会一致で議決
コモ市と姉妹都市盟約書に調印1
絹織物親善使節団が訪問
５周年親善使節団が訪問
５周年親善使節団が来市2
第１回青少年親善使節団が訪問
コモ市青少年親善使節団が来市

「第１回イタリアンフェア」を開催
10周年親善使節団が来市
10周年親善使節団が訪問3
15周年親善使節団が訪問
十日町・コモ姉妹都市交流協会が発足

「ボンジョルノ・イタリア91」を開催
姉妹都市交流協会使節団が訪問
姉妹都市交流協会の新春コンサート使節
団が訪問
相互派遣によるビデオを制作
20周年親善使節団が来市・訪問
川治小とコモ市内の小学校が姉妹校提携
コモ市から小船「ルチア」が贈呈4
川治小学校児童が訪問
25周年親善使節団が訪問・来市5
モニュメント像「友愛」を贈呈6
コモ市で市芸術協会が芸術交流展を開催

「コモ・とおかまち2001」を開催
十日町石彫シンポジウムにコモ市から２
人の作家を招待
30周年親善使節団が訪問・来市
青少年交換留学事業を開始
35周年親善使節団が訪問7
コモ市出身のハープ奏者ファビウス・コ
ンステ―ブルさんが来市8
イタリア人観光客誘致ツアーを実施
40周年親善使節団が来市・訪問
コモ市内職人養成学校CFPとの相互派
遣を開始9
コモ市高校生と「きものプロジェクト」を
実施（令和２年に当市でゆかたを展示）⓾
姉妹都市提携45周年。新型コロナウイ
ルス感染拡大により周年事業中止
50周年プレイベントイタリア映画上映
会を開催
50周年記念ロゴマークを各市で制作
50周年親善使節団が訪問・来市

 姉妹都市交流50年の歴史

⓾令和２年、コモ市の高校
生がデザインし、仕立て
たゆかたを通じ、コロナ
禍でも友好を深めた

9平成30年３月20日〜５月
　５日、CFP研修生が日本

料理を市内数店舗で学ぶ
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Pick
Up

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

早めに備えて安全・安心な冬を過ごしましょう

除雪に関する注意とお願い

● ● ● ● ●問合せ：建設課克雪利水係☎761-7412

今年も「雪対策」の準備が必要な季節になりました。早めの備えで安心して冬期間を過ごすとともに、公道
除雪へのご理解とご協力をお願いします。

「一人でしない」「無理しない」「落雪・転落気をつけて」屋根雪除雪の
合言葉

毎年のように、家庭での除雪作業中に重大事故が
発生しています。屋根雪の除雪作業は一人で行わず、
細心の注意を払って作業してください。

家庭での投雪機使用による事故も多く発生してい
ます。詰まった雪の除去は必ずエンジンを止めてか
ら行うなど、安全第一の作業をお願いします。

雪崩に注意！
降雪量が一気に増えたときや融雪期には雪崩が起

こりやすくなるので、危険なところには絶対に近づ
かないでください。雪崩の兆候を感じたらすぐに避
難して、市役所または地域振興局地域整備部へ連絡
してください。

①除雪車の作業によって家の出入り口に残った雪は
各自で処理をお願いします。

②家屋付近に設置している「段差解消ブロック」は
降雪前に撤去してください。

③除雪作業の遅れに繋がるため、路上駐車はしない
でください。

④作業中の除雪車に近寄らないでください。

市民の皆さんへのお願い

道路除雪に必要な雪出し場の提供にご協力いただ
きありがとうございます。雪出し場は春先に残雪の雪
戻しを行います。雪戻しは攪

かく

拌
はん

のみを基本として、や
むを得ず排雪を行うときは必要最小限で作業します。

「雪出し場」にご協力いただいている皆さんへ

消雪パイプは「散水による水が路面を静かに流れ
る」過程で雪が消えて、「車の通行で雪が踏まれる」
ことで消雪効果が高まります。雨の日や雪が積もっ
ても自然に消えると見込まれるときは、散水を控え
て限りある水資源を守りましょう。

限りある水資源で消雪を

【国・県道】
　新潟県十日町地域振興局
　地域整備部維持管理課 （☎757-5203）

【市道】
・本 庁 建 設 課 克 雪 利 水 係（☎761-7412）
・川西支所地域振興課農林建設係（☎768-4954）
・中里支所地域振興課農林建設係（☎763-2510）
・松代支所農林建設課建設克雪係（☎597-2222）
・松之山支所地域振興課農林建設係 （☎596-3132）

道路除雪に関する問合せ先

家庭での除雪

道路除雪
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例えばこんなことも
起こり得ます…

（口径13ミリの場合）

Pick
Up

冬期間の水道使用にあたっての注意喚起

水道管の凍結を防ぎましょう

● ● ● ● ●問合せ：上下水道課（それぞれに記載）

　
冬
は
水
道
管
が
凍
結
し
︑
漏
水
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
︒
漏
水
す
る
と

修
理
費
用
の
ほ
か
に
︑
漏
水
し
た
分
の
上
下
水
道
料
金
も
か
か
り
ま
す
︒
冬
期
間
使
用

し
な
い
と
き
は
水
道
を
休
止
し
ま
し
ょ
う
︒
水
道
を
休
止
す
る
と
き
は
︑
降
雪
前
に
料

金
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
休
止
中
の
使
用
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
）︒

　
水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る

と
︑
凍
結
し
て
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
︒
凍
結

事
故
に
よ
る
点
検
・
修
理
費
と
水
道
料
金
は
︑
使
用

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
︒
早
め
の
凍
結
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
︒

問
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
７
―
３
１
１
５
）

問
水
道
維
持
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
３
８
）

凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に

破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

凍
結
し
や
す
い
所
に
保
温
材
（
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
製
）
や
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ

ー
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。
水
道
管
や
給

湯
器
な
ど
の
水
を
あ
ら
か
じ
め
抜
い

て
お
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓

（
左
写
真
参
照
）
を
閉
じ
て
か
ら
、
市

指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
水
道
メ

ー
タ
ー
と
止
水
栓
の
位
置
を
普
段
か
ら

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

室
内
を
暖
め
て
、
自
然
に
解
凍
さ
れ

る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
道
を
早

く
使
用
し
た
い
と
き
は
、
蛇
口
を
全
開

に
し
て
タ
オ
ル
な
ど
を
あ
て
て
、
上
か

ら
50
度
く
ら
い
の
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て

ゆ
っ
く
り
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯

は
絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
︒

メーターボックス内の止水栓の例メーターボックス内の止水栓の例

　毎年、冬期間は息子の家で過ごしている市内
の男性。留守中に漏水が発生し、休止をしてい
なかったため、４月に高額の請求が発生してし
まいました。

検針

１月25日

検針

３月25日

検針

使用量10㎥
12月請求額 3,905円
１月請求額 3,905円

漏水発生漏水発生

11月25日

使用量０㎥
２月請求額 2,365円
３月請求額 2,365円

使用量500㎥
４月請求額 113,685円
５月請求額 113,685円

上下水道の開閉栓は、24時間いつでもインターネ
ットから申し込みできます。市ホームページまたはイ
ンターネット受付サイトを確認してください。

インターネットでの手続きが便利です！

上下水道の開閉栓
受付サイト

冬
期
間
使
用
し
な
い
と
き
は

　
　
　
　
　
　
水
道
を
休
止
し
ま
し
ょ
う

冬
に
向
け
て
事
業
所
や
家
庭
で
も

水
道
管
の
凍
結
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

知っていますか？ 冬季うつ病のこと

寒い季節に潜む「こころの風邪」に気をつけましょう

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課成人保健係☎757-9764

　11月に入り、冬の気配を感じるようになりました。肌寒い日が増えて、心身の不調を感じていませんか。自
分のからだとこころを大切にしながら、健康に注意して過ごしましょう。

特定の季節に抑うつ症状が現れる病気の存在が知られていて、それは「季節性感情障害」
と呼ばれています。冬場は日照時間が短くなるため、精神を安定させるホルモンであるセロ
トニンの分泌が不足することが原因と考えられています。季節性感情障害は、通常秋から冬
にかけて症状が出て、春になると自然に軽快することから「冬季うつ病」とも呼ばれます。

冬季うつ病
とは

□やる気が出ない　　□ずっと寝てしまう
□体がだるい　　　　□食欲が増して、抑えられない（体重増加）

季節の変わり目は気分が落ち込む人が増える傾向があるため、寒い
時期はこころの健康にも注意が必要です。

冬季うつ病
のサイン

予防方法・
改善方法

太陽の光を浴びることで体内時計がリセットされま
す。難しいときは室内の照明を明るくしましょう。

積極的に光を浴びて、
規則正しい生活をする

栄養豊富な食品を過不足なく摂取し、体内の栄養バラ
ンスを保ちましょう。特に大豆製品、乳製品、肉類、魚
類、ナッツ類などにはセロトニンの材料になるトリプト
ファンが含まれています（詳しくは16ページ）。

バランスの良い食事をとる

適度な運動をすることでセロトニンの分泌を促し、こ
ころの安定につながります。

適度な運動を取り入れる

悩みや不安を抱え込まず、相談してみましょう。春や
夏になると症状が軽快することが多いですが、生活に大
きな支障が生じているときは、精神科の受診や下記相談
先へ早めに連絡してください。

自分の気持ちを話してみる

こころの相談は市や保健所でも随時受け付けています。詳しくは健康づくり推進課、
各支所、十日町保健所へ問い合わせてください。また、新潟県こころの健康ダイヤルも
ぜひ活用してください（詳しくは25ページ）。

●こころの相談会
こころの相談の専門家である臨床心理士に相談で

きます。眠れない、気分が落ちこむ、やる気が出な
い。そのような状態が続くときは、自己解決力をサ
ポートするカウンセリングを受けてみませんか。

開催日程は市ホームページまたは健康づくり推進
課に確認してください。

相談先
相談無料・予約制

8市報とおかまち　令和７年11月号
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地籍調査のお知らせ

あなたの土地を再確認しましょう

● ● ● ● ●問合せ：都市計画課地籍調査係☎757-3342

地 籍 調 査 と は
　一筆（登記されている地番）ごとの土地について、国土調査法に基づき所有者・地
番・地目の調査と境界や面積に関する測量を行い、その結果を登記所にある公図や登
記簿に反映します。

基準点の例

地籍図根多角点 ※設置場所で異なります街区三角点

境界標（筆界点）の例

市内にはたくさんの基準点が設置されています。これは土地の面積を測
量するときの基になる点です。道路脇などに多く設置されているため、工
事などで破損しないように注意してください。また、地籍調査で筆界確認
ができたところには、くいやびょうなどの境界標を設置しますが、故意に
抜いたり移動したりしないでください（法で罰せられることがあります）。
境界標の再設置は個人負担です。

基準点・境界標の
保全にご協力を
お願いします

【調査の主な流れ】
●１年目：調査用図面の作成
　　　　　地籍図根三角点の設置
●２年目：住民説明会
　　　　　一筆地調査（境界確認）
　　　　　地積測量の実施
●３年目：成果の閲覧、登記所への送付

 今年度から八箇第３・４計画区で地籍調査を行います

あじさい公園

至　上越市

至　南魚沼市

落之水
笹之沢

池之平
孕石

N

③

R253

長里
控木

川
治
川

④

①
②

地籍調査の効果

　土地の実態を明確にすることで、土地境界に関するトラブルの防止
や土地取引の円滑化、災害時の迅速な復旧活動などに役立ちます。調
査・測量の費用は国・県・市が全額を負担するため、個人の負担はあ
りません。ただし、一筆地調査の立ち会いや閲覧にかかる交通費など
は個人負担です。詳しくは国土交通省「地籍調査Webサイト」を確
認してください。

地籍調査
Webサイト

数字は計画区を表す
①・②：
令和４年度～令和７年度実施
③・④：
令和７年度以降実施

【八箇地区】
地籍調査実施計画区域図

市報とおかまち　令和７年11月号9
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

十日町市

人事行政事情の公表
市と広域事務組合の人事についてお知らせします

● ● ● ● ●問合せ：それぞれに記載

10市報とおかまち　令和７年11月号
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　「十日町市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、令和６年度の状
況を公表します。　問総務課人事係（☎757-9787）

●年次有給休暇（令和６年１月１日〜令和６年12月31
日）＝１年ごとに20日付与され、20日を超えない範
囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができます。

※対象は市長部局に在職する一般職員

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数
5,000日 370人 13.5日

●介護休暇（無給）＝家族を介護するため勤務しな
いことが相当なときに、６か月以内の期間で与え
られる休暇です。

取得職員数 ０人

●特別休暇（有給）＝結婚・出産・お悔やみ・その
ほか特別な事情で勤務しないことが相当なときに
与えられる休暇です。 取得職員数 17人

●育児休業（無給）＝３歳に満たない子を養育する
必要があるときに休業できる制度です。

職員の勤務時間そのほかの勤務条件
●勤務時間＝労働基準法の限度内

である１日７時間45分、１週間
38時間45分となっています。

１週間の正規
の勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間
開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ７時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午〜午後１時

降任 免職 休職 降給 合計
１人 ０人 15人 ０人 16人

●分限処分者数
免職 停職 減給 戒告 合計
０人 ０人 ０人 １人 １人

●懲戒処分者数

職員の分限・懲戒処分
●分限処分＝法律に定められた事由に該当したと

きに、その職員の意に反して行われる処分のこと
です。

●懲戒処分＝任命権者が職員の一定の義務違反に対
して、その責任を追及して行う行政上の不利益処
分のことです。

●公務災害など
認定請求件数

公務災害 通勤災害
５件 １件

職員の福祉・利益の保護
●厚生計画
区分 事　業　名 事　　業　　内　　容
厚生
制度

定期健康診断 定期健康診断・事後指導など
人間ドック 人間ドック受診の推進・事後指導など
メンタルヘルス研修会 メンタルヘルス対策の研修会

共済
制度

短期給付 保険給付（医療保険）・休業給付など
長期給付 退職共済年金・障害共済年金・遺族共済年金など
福祉事業 貸付事業・保健事業・宿泊施設運営など

区　分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
職員数 506人 506人 514人 507人 510人 500人 495人
増　減 2 0 8 △7 ３ △10 △5

　職員適正配置計画（令和３年６月策定）に基づき、職員の適正配置を行っています。
職員数

※再任用職員含む

職員の研修・勤務成績の評定
●職員の研修＝公務の基礎知識から高度な行政運営までの能力を

養うため、県市町村総合事務組合などが行う研修を受講してい
ます。令和６年度は延べ1,083人が研修に参加しました。

●勤務成績の評定＝人材育成と業務効
率の向上を目的として、定期的（年
２回）に勤務成績を評価しています。

●退職者（32人）
区　　分 人　数

定 年 退 職 ７人
普 通 退 職 12人
そ の ほ か ６人
再任用退職 ７人

●採用者（18人）
区　　分 人　数

上 級 ６人
中 級 １人
初 級 ７人
教 育 職 員 ２人

区　　分 人　数
そ の ほ か １人
再 任 用 １人

任免



十日町地域
広域事務組合
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●年次有給休暇（令和６年１月１日〜令和６年12月
31日）＝１年ごとに20日付与され、20日を超え
ない範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことがで
きます。

※９か月以上在職した職員を集計

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数
1,667日 120人 13.6日

●介護休暇（無給）＝家族を介護するため勤務しな
いことが相当なときに、６か月以内の期間で与え
られる休暇です。

取得職員数 ０人

●特別休暇（有給）＝結婚・出産・お悔やみ・その
ほか特別な事情で勤務しないことが相当なとき
に、与えられる休暇です。 取得職員数 ０人

●育児休業（無給）＝３歳に満たない子を養育する
必要があるときに、休業できる制度です。

職員の勤務時間そのほかの勤務条件
●勤務時間＝労働基準法の

限度内である１日７時間
45分、１週間38時間45
分となっています。 ※消防職の交替制勤務職員は１当務あたり15時間30分で、３交替制のローテーション勤務

１週間の正規の
勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間
開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ７時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午〜午後１時

●懲戒処分＝任命権者が職員の一定の義務違反に対
して、その責任を追及して行う行政上の不利益処
分のことです。

免職 停職 減給 戒告 合計
０人 ０人 ０人 ２人 ２人

●懲戒処分者数

職員の分限・懲戒処分
●分限処分＝法律に定められた事由に該当したと

きに、その職員の意に反して行われる処分のこと
です。

降任 免職 休職 降給 合計
０人 ０人 ０人 ０人 ０人

●分限処分者数

職員の研修・勤務成績の評定

●勤務成績の評定＝人材育成と業務効率の向上を目的として、定期的（年２
回）に勤務成績を評価しています。

●職員の研修＝公務の基礎知識や消防救急技術を養うため、県市町村総合事
務組合や県消防学校などが行う研修を受講しています。令和６年度は延べ
31人が各種研修に参加しました。

　「十日町地域広域事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
令和６年度の状況を公表します。
問十日町地域広域事務組合総務課（☎757-1556）

任免 ●退職者（６人）
区　　分 人　数

定 年 退 職 １人
勧 奨 退 職 ０人
普 通 退 職 ３人
そ の ほ か １人
再 任 用 退 職 １人

●採用者（３人）
区　　分 人　数

消 防 士 上 級 ０人
消 防 士 初 級 １人
そ の ほ か １人
再 任 用 １人

職員の福祉・利益の保護
●厚生計画 ●公務災害など
区分 事　業　名 事　　業　　内　　容
厚生
制度

定期健康診断 定期健康診断・事後指導など
人間ドック 人間ドック受診の推進・事後指導など

共済
制度

短期給付 保険給付（医療保険）・休業給付など
長期給付 退職共済年金・障害共済年金・遺族共済年金など
福祉事業 貸付事業・保健事業・宿泊施設運営など

認定請求の件数
公務災害 通勤災害

２件 １件

市・広域事務組合ともに公表項目の職員給与は市報12月号で掲載予定です。
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

冬季帰省バスを無料運行します
お子さんへぜひお知らせください

● ● ● ● ●問合せ：十日町市複業協同組合TOMOWORK☎755-8087

年末年始を地元で過ごす方必見です！ 首都圏からの帰省にぜひご利用ください。

●主催＝十日町市
●運営事務局・問合せ＝十日町市複業協同組合TOMOWORK　☎755-8087
　　　　　　　　　　　電子メール：tokamachiwork@gmail.com

12市報とおかまち　令和７年11月号
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Vol.

5656
■問合せ＝十日町市観光協会☎757-3345

みんなでつくる発信の輪「SNS座談会」

十日町市観光協会では、市内の観光・イベント
情報を「もっと魅力的に伝えたい」「お互いの発
信を参考にしたい」。そんな思いから、今年３月
に「SNS座談会」をスタートしました。

　講師は設けず、会員事業者と観光協会のSNS担
当者が集まるフラットな意見交換の場です。時に
は参加者が講師となり、ノウハウ
を共有することもあります。
　今後も発信力と地域の繋がりが
強まるようにさまざまなテーマで
開催する予定です。

こんな時どうしてる？

こんなツールがあるよ！

クマに注意しましょう
クマ出没特別警報発表中

● ● ● ● ●問合せ：農林課林業振興係☎757-9917

SNS座談会の
様子はこちら

県内でのクマによる人身被害が多発していることを
受けて、県は「クマ出没特別警報」を発表するととも
に、11月末までを「クマ出没警戒強化期間」として
注意喚起を呼びかけています。

次のことを実践し、身の安全を確実に守りましょう。

市
ホーム
ページ

にいがた
クマ出没
マップ

①山に入るときは単独行動を
避けて複数人で行動する

②クマが出没した場所をチェ
ックし、近づかない

③作業中はこまめに周囲を確
認する

④子グマを見たら近寄らずに
立ち去る

⑤クマを刺激しない
⑥鈴・ラジオなど音の鳴るも

のやクマよけスプレーを携
行する

⑦生ゴミや不要な農作物・果
実・果樹（柿、栗など）を
適切に処理する

⑧クマの活動が活発な早朝や
夕方の入山を避ける

クマから
身を守るための

動画

にいがたクマ出没マップ ｜

※子グマの近くに母グマ
がいる可能性があります

県内のクマの出没情報は

※画像はイメージであり、
実際に人が襲われた
ところを撮影したもの
ではありません。

※画像はイメージであり、
秋田大学の研究では防御姿勢をとった方の
重症者は、いなかったという結果が出ています。

クマに襲われた場合、地面に
伏せて

頭・首・腹を守る

音の鳴る物
クマ撃退スプレー
を携行

単独行動を避ける
柿などの放任果樹の
除去や生ゴミ等の
誘引物を置かない

親子グマに注意

※早朝や夕方
は要注意！

作業中はこまめに
周囲を確認

今年はクマのエサと
なるブナの実が極端

に少なく、秋季はエサ
を求めて出没が増加

すると予想されてい
ます。登山や、きのこ

採りで山に入る際は
もちろん、

人家周辺でも注意が必
要です！

クマを目撃・遭遇時の対応

連載コーナー

県内のクマ出没情報
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市ホームページでは全ページの写真をフルカラーで掲載
しています。市報とおかまち電子版もぜひご覧ください。

未来を担う子どもたちが地域産業を体験！

17年目の「地域おこし協力隊」さらなる地域活性化に向けて

10月１日㈬・２日㈭：クロステン

10月18日㈯：越後妻有文化ホール・十日町市中央公民館「段十ろう」

都市部から意欲ある人材が移住し、地域の
維持や活性化を支援する「地域おこし協力隊」
制度。十日町市は、平成21年の制度発足当初
から全国に先駆けて開始し、さまざまな成果
を上げてきました。これまでに90人の隊員が
活動を終え、そのうち73％にあたる66人が
市内に定住しています。この定住率は全国平
均を上回る実績で、当市の取り組みは全国的
にも注目されています。

こうした協力隊の実績や隊員たちの個性豊かな活動を市民に知ってもらう、「十日町地域おこし協力隊フェス」
が初めて開催されました。会場では現役・元隊員による活動紹介の展示や自ら手がける生産品の販売などが行わ
れ、多くの来場者でにぎわいました。「地域おこし協力隊の活動経験」を語るパネルディスカッションでは、登
壇者それぞれが隊員になった経緯に加え、移住者を温かく受け入れ、育てる十日町市民の人柄についても活発な
意見が交わされました。元隊員で現在は協力隊の受け入れ・サポートを担う一般社団法人里山プロジェクトの小
山友誉代表は「17年目を迎える十日町市地域おこし協力隊は、地域の皆さんに育てていただいています。これか
らも地域を盛り上げる活動に取り組んでいきます」とさらなる意気込みを語りました。

協力隊だから経験できたことなど
を語った、野津隊員、瀬下隊員、
尾身元隊員（左から） 隊員一同、今後の活動への決意を新たに「エイエイオー！」

隊員一人ひとりの特色ある展示ブースは来場者でにぎわった

地元の子どもたちに、地域を支える産業や企業
について知ってもらう「まちの産業発見塾」が開
催されました。８回目となる今年は、十日町市と
津南町の中学校・高校・特別支援学校など13校
から約750人の生徒が参加。妻有地域の45の企業・
団体がブースを出展し、工夫を凝らした企業紹介
や仕事体験などが行われました。

参加した生徒からは「地元にこんな企業や仕事
があることを初めて知りました」、「将来の夢はま
だ決まっていないけれど、地元で就職することも
考えていきたいです」などの感想が聞かれまし
た。未来を担う子どもたちが地元で働くことに
目を向け、地域への関心を高める２日間となりま
した。

14市報とおかまち　令和７年11月号



「雪が降る。知恵が積もる。」をテーマに『第40回雪シンポジ
ウムin十日町』が開催されました。雪シンポジウムは、雪を利
用した活力あるまちづくりと明るい雪国文化の創生を目的に、
毎年県内の市町村と日本雪工学会上信越支部の共同で開催され
ています。40回目の節目となる今回は「雪」を地域ブランドと
して活用している当市を会場に、産・学・官・民が相互に協力
しながら、安心して生活できる雪国の姿を探るきっかけとする
ことを目指して実施されました。

基調講演では、十日町市の雪を記録しつづける、国立研究開発法人森林研究・整
備機構森林総合研究所十日町試験地の竹内由香里試験地長と、当市出身で東京オリ
ンピックにも出場した、トヨタ自動車陸上長距離部の服部勇馬選手が「雪」をテー
マに講演しました。竹内試験地長は十日町試験地で観測を開始した1917年以降の
積雪量や近年の降雪の傾向などを紹介し、「生活の上で雪はやっかいなものでもあ
るが、地球の環境にとって大きな役割を担っていることをぜひ知ってほしいです」
と話しました。

服部選手は中学生まで過ごした地元での生活を振り返り、「冬は雪が降る環境だ
からこそ、我慢の精神が養われました。走ることに対して雪は悪ではないですし、
クロスカントリースキーが身近にできることも強みです。私は雪国に生まれたこと
を誇りに思っています。もし生まれ変わっても、十日町に生まれたいです」とふる
さとへの熱い思いを語り、雪が持つ魅力と可能性を再認識するシンポジウムとなり
ました。

自然災害を「自分ごと」として捉え、地域の防災体制について考え
る「自主防災シンポジウム2025in十日町」が県と市の共催で開催され、
市内の自主防災組織や消防団の代表など約160人が参加しました。

講演では雪氷防災を専門とする長岡技術科学大学の上村靖司教授
と、防災意識向上プロジェクトの語り部である松本佐一さんが登壇。
上村教授は過去の災害事例を紹介し、「被災時に『役所が何とかして
くれる』という意識では、迅速な行動は取れません。正しい情報・知識、日ごろの訓練に加えて、経験や主体性、
そして自信が大切です」と訴えました。

令和４年８月の新潟県北部豪雨で被災した村上市小岩内地区の元区長で
ある松本さんは、一人の犠牲者も出さずに住民を避難させた経験から、「降
りやまない雨の音を聞いて、中学３年生のときに経験した昭和42年羽越
水害を思い出し、消防団や防災士と連携して即座に住民避難を行いました。
今後も語り部として災害の経験を伝えていきます」と話しました。

質疑応答では、地域行事などの減少によるコミュニティ崩壊と防災力の
低下が課題として取り上げられ、上村教授は「これまでどおりの形ではな
く、やり方を工夫しながら近隣地域と連携して地域行事を継続してほしい」
とアドバイスが送られました。参加者は自分たちの地域は自分たちで守る
ための防災づくりについて深く考える貴重な機会となりました。

市公式インスタグラムでもまちの話題を紹介しています。

災害に備えて地域防災のあり方を考える

雪国に生まれた誇り、豪雪地の未来を語る

10月14日㈫：越後妻有文化ホール「段十ろう」

10月27日㈪：クロステン

防災意識向上プロジェクトの語り部 松本
佐一さん（左）、長岡技術科学大学教授 上
村靖司さん（右）

豪雪地・十日町ならではの記録を伝えた竹内試験地長

「雪国が育ててくれた」
感謝を語る服部選手
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このコーナーでは市民の皆さんが健康づくりに取り組み、
誰もが生涯元気で健やかに暮らせるように、健康づくりや食育、
歯科保健について隔月でお届けします。

問健康づくり推進課（☎757-9764）

健康とおかまち21とは
　十日町市健康増進計画のことで、生活習慣病やその原因となる生活習慣の
改善を目的として、各自治体で策定する計画です。

栄養バランスのよい食事とは？ 〜主食・主菜・副菜を組み合わせましょう〜04
十日町市の現状

　令和５年３月に実施した「健康とおか
まち21アンケート調査」の結果、栄養
バランスに気をつけている人の割合は女
性80.9％、男性70.0％でした。年代別
でみると若い世代で低く、20・30歳代
では女性65.5％、男性53.3％で全体的
に男性が女性に比べて低い傾向です。

食生活改善推進員（ヘルスメイト）の活動

　「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、
食生活を通じた健康づくりを進める地区組織です。

「ヘルスメイト」という愛称でも呼ばれています。
　講話と調理実習を交えた「地区伝達講習会」の開
催、住民健診会場での啓発や親子向けの料理教室、
地域の防災訓練など市民の健康増進のためにさまざ
まな活動に取り組んでいます。

食育やヘルスメイトの活動に興味がある人は
市ホームページをご覧ください。

ポイント

主食・主菜・副菜のとり方のポイント

　忙しい日々の中で、しっかりとした食事をとることはなかなか難しいですが、主食・主菜・副菜を組
み合わせることで、さまざまな食品から必要な栄養素をバランスよく摂取できます。

【炭水化物を多く含む料理】ごはん、パン、めんなど
→主にエネルギーのもとになる

主
食

【たんぱく質を多く含む料理】魚、肉、卵、大豆料理
→主に体をつくるもとになる

主
菜

【ビタミン、鉄、カルシウム、食物繊維などを多く含む料理】
野菜、きのこ、海藻料理など
→主に体の調子を整えるもとになる

副
菜

副菜 １日の野菜摂取
目標量は350g 主菜 食事ごとにたん食事ごとにたん

ぱく質源の種類ぱく質源の種類
を変えるとさらを変えるとさら
にグッド！にグッド！

主食

ごはんは塩分ゼロ！
いろいろな主菜・副菜
と相性もばっちり

汁物は
具だくさんに

副菜

外食時は定食を選ぶことで栄養バランスが良くなります。
丼ものやラーメンなどにはサラダを追加するのもおすすめです。

食事バランスについてもっと
知りたい人は 食事バランスガイド

0

20

40

60

80

100
％

全体 10歳代 20・30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

70.0

75.0

80.9 50.0 69.2 53.3 65.5 61.5 76.5 71.8 82.1 68.8 82.5 77.9 85.4

60.9 58.3
65.7

75.0 76.4
81.4

男性 女性 全体

おいし
く、楽しく、食生活を改善しましょう♪
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広告掲載

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

内
絵
画
、
工
芸
、
写
真
、
彫
刻
な
ど

問
十
日
町
市
美
術
協
会
・
小
林（
☎
０

８
０
―
１
０
９
６
―
０
３
９
５
）

情
報
館
主
催
の
催
し

【
新
潟
県
立
図
書
館
電
子
書
籍
体
験
会
】

日
11
月
22
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時

【
第
１
０
４
回
名
作
読
書
講
座
】

日
11
月
23
日
㈰
・
㈷
午
後
2
時
～
3

時
15
分

対
中
学
生
以
上

定
25
人

内
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
「
星
の

王
子
さ
ま
」

講
庭
野
三
省
さ
ん

【
リ
サ
イ
ク
ル
本
市
】

日
11
月
25
日
㈫
～
12
月
14
日
㈰
午
前

9
時
～
午
後
７
時

￥
１
冊
50
円
※
特
別
価
格
も
あ
り

内
情
報
館
で
不
用
に
な
っ
た
図
書
・

雑
誌
を
提
供
し
ま
す
。

持
持
ち
帰
り
用
の
袋
や
バ
ッ
グ

他
お
つ
り
が
出
な
い
よ
う
に
、
細
か

い
お
金
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
共
通
〉

会
・
申
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０
―

５
１
０
０
）

に
い
が
た
棚
田
み
ら
い
創
造
会
議

日
11
月
22
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～
３

時
30
分
（
開
場
は
午
後
１
時
・
農

産
物
販
売
は
午
前
10
時
～
）

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
１
０
０
人

内
に
い
が
た
棚
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

に
よ
る
取
組
成
果
の
発
表
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
表
彰
式
、
棚
田
米
・
農
産
物

販
売
、
市
内
保
育
園
の
ぬ
り
絵
展

示
、
Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有
交
流
コ
ー
ナ

ー
、
ぬ
り
絵
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
出
演
＝
中
条
笹
山
縄
文
太
鼓
ク
ラ

ブ
、
水
沢
小
学
校
、
水
沢
地
区
伝

統
芸
能
保
存
会
、
飛
渡
地
区
振
興

会
他
棚
田
み
ら
い
ち
ゃ
ん
ト
ー
ト
バ
ッ

ク
、
ア
ク
リ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

ふ
る
ま
い
餅
配
布

※
数
に
限
り
あ
り

問
県
農
地
部
農
村
環
境
課
中
山
間
地

域
対
策
推
進
係
（
☎
０
２
５
―
２

８
０
―
５
３
６
７
）

催
し
・
講
座

ほ
っ
と
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア

日
11
月
16
日
㈰
午
前
9
時
30
分
～
午

後
3
時

会
カ
ネ
タ
ケ
建
設
ロ
グ
ハ
ウ
ス

内
ほ
っ
と
会
員
の
手
作
り
雑
貨
販

売
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

他
お
買
い
上
げ
50
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

あ
り

問
ほ
っ
と
代
表
・
宮
沢
（
☎
７
５
８

―
３
３
３
２
）

十
日
町
市
美
術
協
会

秋
季・美
協
展

日
11
月
20
日
㈭
～
23
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
７
時
（
20
日
は
午
前
10
時

か
ら
、
23
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
情
報
館
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お知らせ・ガイド

お知らせ
ガイド

本紙に掲載しているイベント・催し・
相談などでも、中止・延期となること
があります。最新情報は、それぞれ問
い合わせ先へ確認してください。

市内公共施設のイベント情報
は、市ホームページでも確認
いただけます。

十日町市　イベント情報

催
し・講
座

募
　
集

福
祉・健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し・相
談



￥
５
０
０
円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

内
新
作
を
含
む
油
彩
画
約
46
点
を
展

覧
し
ま
す
。

他
11
月
22
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す

（
入
館
料
が
必
要
）。

会
・
問
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎
７

５
２
―
７
２
０
２
）

救
命
入
門
コ
ー
ス（
45
分
コ
ー
ス
）

日
12
月
10
日
㈬
午
後
６
時
30
分
～
７

時
15
分

会
消
防
本
部

定
20
人

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
の

短
時
間
講
習

申
・
問
消
防
本
部
警
防
課
救
急
室（
☎

７
５
７
―
１
５
５
８
）

農
業
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
越
後
妻
有
２
０
２
５

日
11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
２
０
０
人

内
１
部
：
農
業
女
性
の
活
動
報
告
、

２
部
：
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
ほ
か
加
工
品
の
販
売
あ
り

問
山
家
（
☎
０
８
０
―
３
５
０
１
―

７
３
９
１
）

関
口
雅
文
展

～
ま
ほ
ろ
ば
の
煌
め
き
～

日
11
月
30
日
㈰
ま
で
の
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

休
火
曜
日

申・問都市計画課建築住宅係（☎757-9935）

住宅に困っている人を対象に、公営住宅の入居募集を行います。市営住宅の入居には
困窮理由や所得要件などの条件があるので、入居希望者は一度ご相談ください。

詳しい内容は市ホームページを確認するかお問い合わせください。

●募集期間＝11月10日㈪～21日㈮まで
●募集する住宅
区分 地域 物　　件 間取り 家賃（月） 戸数

市
営

川
西

上新井住宅
（単身可）

平成28年度
鉄骨造２階建 ２DK ６帖２室、DK 17,600～

26,300円 １戸

みのり団地
（単身不可）

平成10年度
木造高床３階建 ２LDK ８帖１室、６帖１室、

LDK
18,600～
27,700円 １戸

松
之
山

松之山第三住宅
（単身可）

平成24年度
鉄骨造２階建 ２DK ６帖２室、DK 14,300～

21,400円 １戸

特
公
賃

川
西

みのり団地
（単身不可）

平成10年度
木造高床３階建 ３LDK ６帖３室、LDK 45,000円 １戸

松
之
山

松之山第二住宅
（単身可）

平成８年度
木造高床３階建 ３LDK ６帖２室、4.5帖１室、

LDK 38,000円 １戸

渋海住宅
（単身可）

平成９年度
木造高床３階建 ２LDK 9.5帖１室、６帖１室、

LDK 33,600円 １戸

市
有
住
宅

松
代

ハイツちとせ
（単身可）

平成14年度
木造高床３階建 ２LDK ８帖１室、６帖１室、

LDK 44,000円 １戸

松
之
山

湯山住宅
（単身可）

平成10年度
木造高床３階建 ３DK ８帖１室、６帖２室、

DK 32,000円 １戸

市ホームページ

公営住宅の入居者を募集します

アンコール展  秋−冬季企画展
「美人林ものがたり

-里山の美しきブナの森の秘密−」

テーマは「美人林」。四季折々の美人
林の美しさの背景を里山の暮らしや雪国
ならではのブナの生態から紐解きます。
紅葉散策や冬季のスノーシュー体験と併
せてご覧ください。
●会期＝令和８年３月８日㈰まで
会・問「森の学校」キョロロ
　（☎595-8311）
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催
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※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

休
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
火
曜
日
午

後
、12
月
１
日
㈪
午
後
～
４
日
㈭

会
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
森
の
ホ
ー
ル

館
内

定
人
数
制
限
あ
り

内
木
の
お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
る

広
場
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
も
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室
ポ
ポ
ラ

（
☎
７
５
８
―
４
８
１
１
）

募
　
集

ス
マ
ホ
教
室
参
加
者
募
集

日
／
会
11
月
28
日
㈮
／
段
十
ろ
う
、

12
月
2
日
㈫
／
下
条
公
民
館
、

　

12
月
4
日
㈭
／
松
之
山
公
民
館
、

　

12
月
12
日
㈮
／
段
十
ろ
う

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
０
時

15
分

対
ど
な
た
で
も
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
い
な
い
人
も
参
加
可
）

定
各
回
15
人

内
基
本
編
・
応
用
編
（
各
回
内
容
が

異
な
り
ま
す
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

〆
各
回
開
催
日
の
４
日
前
ま
で

申
・
問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―

５
０
１
１
）

第
39
回 
民
謡
舞
踊
大
競
演
会

う
た
と
お
ど
り
の
祭
典

日
12
月
７
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３

時
（
開
場
は
午
前
９
時
）

会
ク
ロ
ス
テ
ン
２
階
大
ホ
ー
ル

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
越
後
妻
有
文
化

ホ
ー
ル
「
段
十
ろ
う
」、
ク
ロ
ス

テ
ン

問
林
（
☎
０
８
０
―
１
０
９
３
―
０

８
６
６
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら

　

12
月
の
番
組
情
報
で
す
。

●
投
影
日
＝
第
１
・
第
２
日
曜
日
午

前
11
時
～
（
約
35
分
）

会
ユ
ー
モ
ー
ル
２
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

￥
高
校
以
上
２
０
０
円
、
中
学
生
以

下
１
０
０
円（
小
学
生
未
満
無
料
）

定
34
人

内
12
月
の
星
空
散
歩
・
エ
リ
ダ
ヌ
ス

座
の
は
な
し

問
中
里
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
☎
７
６
３
―
２
５
２
６
※
平
日

午
前
の
み
）、
ユ
ー
モ
ー
ル
事
務

局
（
☎
７
６
３
―
２
４
１
４
）

あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室
ポ
ポ
ラ

木
育
ひ
ろ
ば

日
通
年
午
前
９
時
～
午
後
５
時

第
三
次
十
日
町
市
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

市
政
運
営
の
羅
針
盤
と
な
る
第
三

次
十
日
町
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
示
し
た
基
本

構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
、
今
後
５

年
間
の
施
策
を
ま
と
め
た
前
期
基
本

計
画
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
11
月
25
日
㈫
～
12
月

16
日
㈫
ま
で

●
資
料
の
閲
覧
場
所
＝
企
画
政
策

課
・
各
支
所
・
各
公
民
館
・
水
沢

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
・
情
報
館
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
提
出
先
・
問
＝
持
参
・
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル（t-kikaku@

city.tokam
achi.lg.jp

）
の
い

ず
れ
か
で
、
〒
９
４
８
―
８
５
０

１
十
日
町
市
千
歳
町
３
丁
目
３
番

地 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係（
☎

７
５
７
―
３
１
９
３
・
Ｆ
７
５
２

―
４
６
３
５
）
へ

生
活・介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

日
12
月
5
日
㈮
午
前
9
時
30
分
～
午

後
５
時
20
分

会
医
療
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

対
市
が
実
施
す
る
家
事
支
援
サ
ー
ビ

ス
（
買
い
物
・
調
理
・
清
掃
な
ど
）

の
業
務
に
従
事
し
た
い
人
、
ま
た

は
関
心
が
あ
る
人

内
高
齢
者
の
理
解
、認
知
症
の
理
解
、

生
活
支
援
技
術
、
尊
厳
の
保
持
と

自
立
支
援
な
ど

持
動
き
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具
、

昼
食
、
飲
み
物

〆
11
月
28
日
㈮

申
・
問
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
係
（
☎
７
５
７
―
３
５
６
５
）

Ｊ
ｗ
−ｃ
ａ
ｄ
基
本
コ
ー
ス

（
基
本
操
作・作
図
編
）下
期

受
講
者
募
集

日
12
月
6
日
㈯
・
13
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
４
時

対
求
職
者
や
非
正
規
雇
用
の
労
働

者
・
在
職
者

￥
５
７
０
０
円

定
14
人

講
金
澤
孝
さ
ん

〆
11
月
27
日
㈭

会
・
申
・
問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２

４
１
０
）
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魚
沼
基
幹
病
院

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

日
12
月
７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
魚
沼
基
幹
病
院

内
／
対
第
１
部
：
講
演
会
「
肺
が
ん

治
療
の
な
が
れ
」（
魚
沼
基
幹
病

院
呼
吸
器
・
感
染
症
内
科
大
橋

和
政
医
師
）
／
ど
な
た
で
も
、
第

２
部
：
お
し
ゃ
べ
り
会
／
が
ん
患

者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
経
験
者
の

み
他
詳
細
は
魚
沼
基
幹
病
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認

申
・
問
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
 

０
２
５
―
７
８
８
―
０
１
９
６
）

市
民
公
開
講
座

安
心・安
全
に
生
活
し

働
く
た
め
の
腰
痛
予
防

日
12
月
7
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～
2

時
30
分
（
開
場
は
午
後
1
時
）

会
情
報
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

定
90
人

講
佐
藤
成
登
志
さ
ん
（
新
潟
医
療
福

祉
大
学
教
授
／
理
学
療
法
士
）

申
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
０

２
５
―
２
５
０
―
７
６
６
１
）、

メ
ー
ル
（koeki.nipta@

gm
ail.

com

）
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
と
き
は
参

加
人
数
・
代
表
者
名
・
連
絡
先
を

学
を
実
施
（
要
申
し
込
み
）

〆
12
月
4
日
㈭

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

会
・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟（
☎

０
２
５
８
―
33
―
２
７
３
３
）

福
祉
・
健
康

12
月
の
全
血
献
血

●
十
日
町
地
域
振
興
局（
総
合
庁
舎
）

＝
５
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

●
Ｊ
Ａ
魚
沼
本
店
＝
５
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

毎
年
12
月
3
日
～
9
日
は

障
害
者
週
間
で
す

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

が
い
の
あ
る
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
互
い
に
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実

現
を
考
え
る
期
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
☎
７
５

７
―
３
７
８
２
）

記
載

問
新
潟
県
理
学
療
法
士
会
（
☎
０
２

５
―
２
５
０
―
７
６
６
０
）

健
康
と
く
ら
し
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

新
潟
大
学
、
日
本
老
年
学
的
評
価

研
究
機
構
と
協
定
を
結
び
、
市
内
の

高
齢
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
第

10
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
重
要
な
資

料
で
、
市
の
介
護
予
防
施
策
な
ど
に

役
立
て
ま
す
。
対
象
者
に
は
11
月
中

旬
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
（
約

8
千
人
）

〆
12
月
8
日
㈪

問
地
域
ケ
ア
推
進
課
地
域
包
括
支
援

（
☎
７
５
７
―
３
５
１
１
）

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

夢グループ
スーパーセール
テレビショッピング
商品が手に取れる

夢
�
�
�
�

石
田
社
長

11月開催は

14 16～金
３日間限定!!

リオンドール十日町店内
サウンドエース

毎 月 開 催 中

025-752-4075　10:00～20:00

所
属
歌
手

保
科
有
里

日
十日町市旭町161

自
衛
官
募
集

●
募
集
期
間
＝
①
一
般
曹
候
補
生
：

11
月
21
日
㈮
ま
で
、
②
自
衛
官
候

補
生
：
11
月
27
日
㈭
ま
で

対
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
試
験
日
程
＝
①
１
次
：
11
月
29
日

㈯
～
12
月
４
日
㈭
の
う
ち
Ｗ
ｅ
ｂ

試
験
１
日
実
施
、
２
次
：
令
和
８

年
１
月
６
日
㈫
～
13
日
㈫
の
う
ち

１
日
を
指
定
、
②
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
：

12
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰
の
う
ち
１

日
実
施
、
口
述
・
身
体
検
査
：
12

月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
の
う
ち
１
日

を
指
定

問
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長
岡

出
張
所
（
☎
０
２
５
８
―
33
―
０

２
５
６
）

「
も
の
づ
く
り
」の
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

日
令
和
８
年
１
月
６
日
㈫
～
6
月
29

日
㈪
ま
で
の
午
前
9
時
25
分
～
午

後
3
時
50
分

￥
無
料
※
た
だ
し
教
科
書
代
な
ど
別

途
必
要

定
15
人

内
機
械
加
工
技
術
科
（
企
業
実
習
付

き
）、
電
気
設
備
技
術
科
、
ビ
ル

設
備
科
、
ス
マ
ー
ト
生
産
サ
ポ
ー

ト
科
（
導
入
講
習
付
き
）

他
11
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭
に
施
設
見

20市報とおかまち　令和７年11月号

休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
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11
月
は「
秋
の
こ
ど
も
ま
ん

な
か
月
間
」で
す

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
こ
ど
も
や

子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で
応
援
す

る
機
運
づ
く
り
の
た
め
に
、
毎
年
11

月
を
「
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」

と
定
め
、
企
業
・
個
人
・
地
方
自
治

体
な
ど
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
や
子
育
て

世
帯
を
社
会
全
体
で
支
え
、
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

申
・
問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

係
（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

ス
ポ
ー
ツ

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
①
シ
ニ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
】

日
12
月
8
日
～
令
和
8
年
3
月
16
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
15

分
～
11
時
30
分
（
全
12
回
）

内
立
ち
座
り
や
歩
行
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
音
楽
に
合
わ
せ
た
運
動

持
屋
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装

【
②
お
と
こ
し
ょ
だ
け
の
水
中
運
動

教
室
】

日
12
月
8
日
～
令
和
8
年
3
月
16
日

子
育
て

12
月
10
日
㈬
は

児
童
手
当
定
期
支
払
日

10
・
11
月
分
の
児
童
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

発
達
支
援
講
演
会

「
不
器
用
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
」

日
11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
～
（
受
付

は
９
時
30
分
～
）

定
先
着
70
人

内
就
学
や
学
校
生
活
の
中
で
必
要
に

な
る
手
先
や
身
体
の
力
を
育
む
講

演
で
す
。

講
細
井
貴
子
さ
ん
（
た
か
き
医
院
作

業
療
法
士
）

他
託
児
ル
ー
ム
を
開
設
し
ま
す
（
要

電
話
申
込
・
定
員
10
人
）

〆
11
月
26
日
㈬

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

会
・
問
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
２
―
７
２
７
０
）

発達支援講演会
申込み

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午
後
３
時
～

４
時
（
全
12
回
）

内
立
ち
座
り
や
歩
行
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
の
関
節
の
動
き
を
意
識

し
た
水
中
運
動

持
水
着
、水
泳
帽
、タ
オ
ル
、飲
み
物

〈
①
・
②
共
通
〉

対
市
内
の
概
ね
60
歳
以
上
の
人
※
②

は
男
性
の
み

￥
保
険
料
６
０
０
円

【
③
冬
期
限
定
チ
ケ
ッ
ト
制
教
室
体
験
】

日
12
月
1
日
㈪
～
令
和
８
年
3
月
28

日
㈯

対
18
歳
以
上

￥
6
回
３
３
０
０
円
、
12
回
6
千
円

内
気
に
な
る
教
室
を
手
軽
な
回
数
券

で
利
用
で
き
ま
す
。

〈
①
・
②
・
③
共
通
〉

会
・
申
・
問
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）

吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場
オ
ー
プ
ン

日
12
月
20
日
㈯
か
ら
当
面
の
間
午
前

９
時
～
午
後
７
時
（
土
曜
日
は
午

後
７
時
45
分
、
日
曜
日
は
午
後
４

時
45
分
ま
で
）
※
積
雪
状
況
や
ほ

か
の
利
用
予
定
に
よ
り
変
更
あ
り

会
吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

￥
50
球
６
０
０
円

申
・
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５

６
―
５
０
１
３
）

問企画政策課協働推進係（☎757-3693）
DVやセクハラ、性犯罪などは決して許されません。この運動は「女性に対する」とありますが、性別

や年齢に関わらず誰でも相談できる窓口があります。問題を１人で抱えず、まずは相談してください。

11月12日㈬～25日㈫は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

相談内容 相談窓口 電話番号／URL 開設期日／時間
配偶者やパート
ナーからの暴力

新潟県配偶者暴力相談
支援センター ☎025-381-1111 ㈪〜㈮／午前８時30分～午後５時15分

性暴力被害

性犯罪・性暴力被害者
のためのワンストップ
支援センター

＃8891 メールも可

性犯罪被害相談電話 ＃8103または
☎025-281-7890 新潟県警の相談窓口につながります

性暴力に関するSNS相
談（キュアタイム） https://curetime.jp/ 毎日午後５時～午後９時

メール・チャット・外国語対応可

総合相談

新潟県男女平等推進相
談室 ☎025-285-6605

㈫〜㈮／午前11時～午後５時30分、㈯
／午前10時～午後４時30分（いずれも
午後０時30分～１時40分は休止）

女性相談専用電話
（市民生活課内） ☎757-3701 ㈪～㈮／午前８時30分～午後５時15分
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要ですお知らせ・ガイド

催
し・講
座

募
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福
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子
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し・相
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く
ら
し
・
相
談

11
月
の
納
税
・
納
付

11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
５
期
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料

第
８
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限
（
12

月
１
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
☎
７
５
７
―
３
７
２

８
）・
市
民
生
活
課
（
☎
７
５
７

―
３
７
３
５
）・
福
祉
課
（
☎
７

５
７
―
３
７
５
７
）

12
月
の
休
館
日

●
段
十
ろ
う
＝
第
２・
４
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
第
２
・
４
㈪

●
博
物
館
＝
毎
週
㈪
・
㈫

●
ま
つ
だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン

タ
ー
「
農
舞
台
」・
ま
つ
だ
い
郷

土
資
料
館
＝
毎
週
㈫
・
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
24
日
㈬

●
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
中
里
体
育

館
）
＝
９
日
㈫

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫

●
分
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

※
年
末
年
始
の
休
館
日
に
つ
い
て

は
、
市
報
12
月
号
で
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
開
庁
の
お
知
ら
せ

平
日
の
夜
間
や
休
日
に
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
ま
す

（
電
子
証
明
書
の
更
新
や
異
動
な
ど

が
伴
う
手
続
き
は
不
可
）。

日
／
会

・
夜
間
（
午
後
７
時
30
分
ま
で
）
＝

11
月
20
日
㈭
、
12
月
4
日
㈭
／
本

庁
の
み

・
休
日
（
午
前
9
時
～
正
午
）
＝
11

月
30
日
㈰
／
本
庁
、
12
月
7
日
㈰

／
川
西
・
松
之
山
支
所
、
12
月
14

市
内
共
通
ス
キ
ー
リ
フ
ト

券
を
発
行
し
ま
す

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
力
向
上
と

ジ
ュ
ニ
ア
の
発
掘
・
育
成
の
た
め
、

11
月
26
日
㈬
か
ら
令
和
８
年
２
月
25

日
㈬
ま
で
の
期
間
、
市
内
共
通
リ
フ

ト
券
を
発
行
し
ま
す
。
対
象
者
な
ど

の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

￥
１
万
５
千
円

申
申
込
用
紙
（
各
申
込
先
に
配
置
）

に
料
金
を
添
え
て
、
市
総
合
体
育

館
・
松
代
公
民
館
・
松
之
山
公
民

館
へ

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６
―

５
０
１
３
）

●予約・問十日町税務署個人課税部門（☎756-6001）

●事業所得がある人
対象者 開催日 開催時間 会  場 定 員

青色申告者
12月３日㈬

午前10時〜正午
十日町税務署
１階 会議室

各会場
20人程度

（事前予約制）白色申告者等 午後１時30分〜３時30分

対象者 開催日 開催時間 会  場 定 員

青色申告者
12月２日㈫

午前10時〜正午
魚沼農業協同組合

本店 大会議室

各会場
30人程度

（事前予約制）白色申告者等 午後１時30分〜３時30分

●農業所得がある人

所得税と消費税の一般的な決算の仕方と確定申告の注意事項について、説明会（事前予約制）を開催
します。

十日町税務署からのお知らせ

マイナ保険証を利用しましょう

・本人が同意すれば過去に処方された薬や特
定健診などの情報を医療機関に共有でき、
健康管理や医療の質が向上します。

・窓口で自己負担限度額以上の支払いが不要
です。

・健康保険が変わったときでも保険証として
利用できます。

※保険者への加入・脱退の届け出は引き続き
必要です。

・マイナポータルでの確定申告時に医療費控
除が簡単にできます。

問市民生活課国保年金係（☎757-3735）

マイナ保険証の
メリットを紹介

します

22市報とおかまち　令和７年11月号

休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
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※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

無
料
な
ん
で
も
相
談
所

日
／
会
11
月
27
日
㈭
午
後
１
時
〜
３

時
／
中
里
支
所
、
12
月
１
日
㈪
午

後
１
時
〜
３
時
／
川
治
公
民
館
、

２
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
／
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
、
３
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午
／

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
、
４
日
㈭
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
／
下
条

公
民
館

内
虐
待
（
Ｄ
Ｖ
）、
い
じ
め
、
体
罰
、

親
子
・
夫
婦
・
相
続
、
名
誉
・
信
用
・

借
地
借
家
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

問
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

犯
罪
被
害
者
等
支
援
巡
回
パ
ネ
ル
展

日
11
月
20
日
㈭
午
前
９
時
～
27
日
㈭

午
後
10
時

休
24
日
㈪
㈷

会
段
十
ろ
う
（
雁
木
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

内
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支
援
に
関
す

る
パ
ネ
ル
の
展
示
（
被
害
者
支
援

の
重
要
性
、
支
援
活
動
の
紹
介
、

遺
族
の
手
記
な
ど
）、
犯
罪
被
害

者
支
援
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
配
置
、ホ
ン
デ
リ
ン
グ（
古

書
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
回
収
）
の
実
施

問
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係
（
☎
７

５
７
―
３
１
９
７
）

十
日
町
建
築
組
合
か
ら

降
雪
前
の
お
知
ら
せ

当
組
合
で
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作

業
を
数
百
棟
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

員
の
安
全
確
保
の
た
め
、
作
業
を
委

託
す
る
人
に
命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
な

ど
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

市
の
設
置
支
援
事
業
は
11
月
28
日
㈮

ま
で
で
す
。
ま
た
、
ア
ン
カ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
住
宅
所
有
者
対
象
の

「
雪
お
ろ
し
墜
落
防
止
器
具
購
入
費
」

と
「
雪
お
ろ
し
作
業
費
」
の
補
助
事

業
の
受
付
は
、
12
月
26
日
㈮
ま
で
で

す
。
作
業
員
の
安
全
確
保
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
令
和
７
年
度
十
日
町
建
築
組
合
員

標
準
単
価
（
1
人
）
＝
３
７
０
０

円
／
1
時
間
（
経
費
・
消
費
税
別

途
）
※
現
場
の
状
況
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
あ
り

問
十
日
町
建
築
組
合
（
☎
7
５
２
―

３
８
０
３
）

飯
山
線
の
冬
季
間
踏
切
交
通
規
制

日
令
和
７
年
12
月
１
日
㈪
～
令
和
８

年
３
月
27
日
㈮

内
車
両
と
歩
行
者
の
通
行
禁
止

●
踏
切
名
＝
根
岸
、
滝
野
川
、
宮
前
、

第
２
太
田
島
、
第
１
川
治
、
五
軒

新
田
、
中
条
新
田
、
飛
渡

問
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
新
潟
支
社

　

長
岡
保
線
セ
ン
タ
ー
「
計
画
推
進

Ｔ
」（
☎
０
２
５
８
―
35
―
０
２

６
４
）

新
潟
県
み
ど
り
計
画
実
践
加
速
化

支
援
事
業
の
計
画
申
請
手
続
き

令
和
7
年
産
・
8
年
産
の
特
別
栽

培
農
産
物
や
有
機
農
産
物
の
作
付
拡

大
面
積
に
応
じ
た
助
成
金
を
希
望
す

る
人
は
、
期
日
ま
で
に
計
画
申
請
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〆
12
月
19
日
㈮

申
・
問
農
林
課
作
物
振
興
係
（
☎
７

６
１
―
７
１
４
４
）

迷
惑
電
話
対
策
相
談
窓
口

「
で
ん
わ
ん
セ
ン
タ
ー
」

電
話
な
ど
を
悪
用
し
た
特
殊
詐
欺

の
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
状
況
へ
の

対
策
と
し
て
、
総
務
省
は
迷
惑
電
話

対
策
相
談
窓
口
「
で
ん
わ
ん
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
自
動
音
声

の
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
な

ど
、「
電
話
」
に
関
す
る
不
安
な
ら

何
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
で

す
。
相
談
は
無
料
で
す
（
通
話
料
は

負
担
）。

●
相
談
・
問
＝
（
☎
03
―
６
１
６
２

―
１
１
１
１
）
※
受
付
平
日
午
前

10
時
～
午
後
5
時

日
㈰
／
中
里
・
松
代
支
所

申
・
問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７

５
５
―
５
１
５
４
）・
各
支
所
地

域
振
興
課
市
民
係
へ
電
話
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

最新の日程は
市ホームページ

建
物
の
取
り
壊
し・相
続・売
買
な
ど

を
行
っ
た
と
き
は
手
続
き
を

建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り

壊
し
た
と
き
や
、
相
続
・
売
買
・
贈

与
な
ど
で
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た

未
登
記
の
建
物
（
法
務
局
に
登
記
を

し
て
い
な
い
建
物
）が
あ
る
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
「
家
屋
除
却
届
」
や
「
未

登
記
家
屋
の
異
動
申
告
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
家
屋
資
産
税
係
（
☎
７
５

５
―
５
１
３
１
）

千
手
温
泉
千
年
の
湯

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

休
11
月
17
日
㈪
・
18
日
㈫

内
機
械
設
備
点
検
の
た
め

問
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６
８

―
２
９
８
８
）

空き家バンク
登録物件募集中

あなたが所有する空き家を
次の人に託しませんか

問空き家利活用ミッション型地域おこし協力
隊・村山（十日町市移住コンシェルジュ内・
☎755-5444）
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要ですお知らせ・ガイド

催
し・講
座

募
　
集

福
祉・健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し・相
談



寄付ありがとう
ございます

●地域福祉基金＝株式
会社ラポート十日町

※敬称略

子子どどもも情情報報のの
ひひろろばば

子育てに関する情報は市のホームページや
ＬＩＮＥもご覧ください。

イベント・育児相談
　市ＬＩＮＥ公式アカウントを
友だち登録し、お子さんの生年
月日を設定すると、対象となる
健診の約 1 か月前に通知が届
きます。

乳幼児健診日程

※閲覧中に表示される広告について、市
　はその内容に一切の責任を負いません

二次元コードからダ
ウンロードしてご利
用ください（無料）

アプリ で

を配信中市報とおかまち電子版

市
は
十
日
町
音
声
訳
サ
ー
ク
ル
に

市
報
と
お
か
ま
ち
の
音
声
訳
化
を
委

託
し
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
︒
詳
し
く
は
企
画
政
策
課

広
報
広
聴
係
︵
☎
７
５
７
―
３
１
１

２
︶
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
︒

12月の「なかよしランド」（一部抜粋）

12月の「すこやかランド」

おしゃべりが上手で、家族と会話ができるようになっ
てきました。おうちでも保育園でもままごとやメルちゃ
んのお人形でごっこ遊びをすることが大好きです。小学
１年生のお兄ちゃんと一緒に「小学校へ行きたい」と話
すあさひちゃん。お名前の由来となったように、明るく
元気いっぱい成長しています。

【クリスマス お楽しみ会】
日10日㈬午前10時〜11時
対生後４か月〜１歳程度の乳児とその保

護者
会・問段十ろう（☎757-5011）

【親子エクササイズ】
日９日㈫午前10時〜 11時
会市総合体育館
講山口富士子さん

【クリスマス音楽会】
日23日㈫午前10時〜11時
会段十ろう
講くれっしぇんどさん

〈共通〉
対未就園児とその保護者
￥会費あり（詳細は問合せ）
他新規参加者を随時募集中（体験・見学可）
問段十ろう（☎757-5011）

開
發
あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん︵
３
歳
︶

上
新
田
一

働
く
こ
と
に
悩
む
人
の

ワ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
相
談

日
12
月
９
日
㈫
・
23
日
㈫
両
日
と
も

午
後
２
時
～
４
時
※
開
催
日
以
外

に
も
随
時
相
談
可

会
消
費
生
活
相
談
室

申
・
問
福
祉
課
援
護
係
（
☎
７
５
７

―
９
７
３
９
）

教
育
相
談

日
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

会
・
問
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
（
丸
山

町
・
☎
７
５
２
―
７
５
６
５
）

※
市
立
学
校
長
期
休
業
期
間
中
は
、

学
校
教
育
課
学
校
支
援
係
（
☎
７

５
６
―
５
０
１
０
）
へ

女
性
相
談
専
用
電
話

日
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

（
市
民
生
活
課
市
民
係
内
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

市
報
10
月
号
12
ペ
ー
ジ
の
「
令

和
７
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
」
に
お
い
て
、
内
容
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

中
学
校
正
答
率
の
国
語

県
平
均

：
正
し
く
は「
54
％
」で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講 お知らせ・ガイド

募
　
集

福
祉・健
康

催
し・講
座

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し・相
談

244

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！

申
し
込
み
は
専
用
フ
ォ
ー
ム
（
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
）
ま
た
は
企
画
政
策
課
広

報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

My precious kids 



◆12月の健康・福祉の相談
臨床心理士によるこころの相談会
日12日㈮午後１時〜３時
会保健センター（市役所本庁舎隣）
〆12月５日㈮
申・問健康づくり推進課成人保健係
　（☎757-9764）

発熱や風邪症状がある人は対面相談をご遠慮ください。電話相談もご利用ください。

 発達支援に関する相談
日月〜金曜日午前８時30分〜午後

５時15分（祝日・振休・年末年
始を除く）

対18歳まで
問発達支援センター（☎752-7270）

とおかまち健康ダイヤル24
☎0120-108-221（市民専用）
※24時間・年中無休
※通話・相談無料
※メンタルヘルスの
　相談は対象外

専用ダイヤル登録用
二次元コード

電話による健康相談

☎0570-783-025
※24時間・年中無休

新潟県こころの相談ダイヤル

☎＃7119
日毎日午後７時〜翌朝午前８時
内急な病気やけがなどに関する相談

救急医療電話相談（概ね15歳以上）

☎＃8000
日毎日午後７時〜翌朝午前８時
内急な発熱やけがなどに関する相談

小児救急医療電話相談（15歳未満）

◆12月のそのほかの相談 教育相談・女性相談専用電話は24ページをご覧ください

 法律相談
日４日㈭・11日㈭・18日㈭・25日

㈭午後１時30分〜３時30分
会本庁相談室
申・問市民生活課市民係
　　　（☎757-3116）※要予約
行政相談
日／会３日㈬午前10時〜正午／松

代総合センター、午後１時30分
〜３時30分／松之山自然休養村
センター）、12日㈮午前10時〜
11時／本庁相談室、17日㈬午後
１時30分〜３時30分／千手中央
コミュニティセンター

問市民生活課市民係（☎757-3116）

定例年金相談
日11日㈭・25日㈭午前10時〜正午、

午後１時〜３時
会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務

所（☎025-716-0008）※要予約
消費生活相談
日月〜金曜日午前９時〜午後４時
（祝日・振休・年末年始を除く）
対悪質商法・買い物・契約で困っ

ている人・借金問題
他面談相談は要予約
申・問市消費生活センター
  （☎757-3740・Ｆ752-6924・メール：
　t-shohi@city.tokamachi.lg.jp）

 多重債務相談
日24日㈬午後１時〜４時
　22日㈪までに要予約
会本庁相談室　内借金トラブル
問市消費生活センター
　（☎757-3740）
心配ごと相談
日随時受付
会・申・問社会福祉協議会
　　　　　（☎757-3565）
生活困窮者相談
日午前８時30分〜午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）
会・問社会福祉協議会
　　　（☎757-3565）

・登園・登校許可証や診断書などの記入はできません。平日にかか
りつけ医や近くの病院へ問い合わせてください。

・休日や夜間に医療機関の受診の判断に迷ったときは、左記の「電
話による健康相談」などを利用してください。

・津南病院では第１・第３土曜日に内科と小児科の診療を行ってい
ます。

●診察受付時間：午前８時30分〜
　（午後の診察開始時間は直接センターに問い合わせてください）

12月の休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

７日㈰

14日㈰

21日㈰

28日㈰

31日㈬年末

休日一次救急
診療センター

（医療福祉総合センター内）
高田町３丁目南 757-3411

※症状などを聞きとりますので、来院前に電話を
してください。電話がつながりにくいときは、
時間をおいてかけ直してください。

※変更があったときは、市ホームページやあんし
んメールなどでお知らせします。

N

十日町
市役所

至 南魚沼市

至 上越市

段十ろう

県立十日町高校

県立十日町病院医療福祉総合
センター

十日町高田郵便局

十日町駅

十日町
警察署

至 

津
南
町

至 

小
千
谷
市

JR飯山線／ほくほく線

国道117号

国
道
２
５
３
号

休日一次救急
診療センター

ご案内

休日一次救急
診療センター
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広 告 欄

市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで問い合わせてください。

■
発
行
/十
日
町
市
役
所
 〒
948-8501 新

潟
県
十
日
町
市
千
歳
町
３
丁
目
３
番
地
　
　
TEL.025-757-3111　

FA
X.025-752-4635

　
E-m
ail  koho@

city.tokam
achi.lg.jp   U

R
L  https://w

w
w
.city.tokam

achi.lg.jp　
■
発
行
日
/11月

10日
　
■
編
集
/企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

＼十日町 サービスエリア拡大中！／
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